


人口集中地区（ＤＩＤ地区）

・中津川市の人口集中地区は左図の青破線枠の範囲（令和2年国勢調査）
・5年前の調査（ピンク枠）と比べて面積が縮小している。
・過去からの推移をみても、平成2年以降は、面積・人口・人口密度の
いずれの数値も減少し続けている。

①人口集中地区（ＤＩＤ地区）とは？

・県内で人口集中地区を
有する20市町のうち、
最低水準となっている

②中津川市の人口集中地区

・全国のまち（都市部）を比較する指標
・国勢調査の調査単位区のうち、主に人口密度が高くて、隣接する地区も
含めて人口も多いと人口集中地区とされる。
（人口密度：40人/ha以上、人口：5,000人以上）
・全国統一基準のため、人口集中地区の面積や地区内人口、人口密度により、
まちの都市化レベルが比較できる。

③県内他市との比較
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岐阜市 304,103 1 6,262 1 48.563 1 76% 1
北方町 13,094 13 291 16 44.997 2 72% 2
多治見市 53,785 4 1,256 4 42.822 3 50% 7
大垣市 95,817 2 2,304 2 41.587 4 61% 4

垂井町 13,027 15 425 11 30.652 17 49% 8
恵那市 5,656 19 198 19 28.566 18 12% 19
中津川市 7,046 17 254 17 27.740 19 9% 20

市内で人口密度が高い人口集中地区でも、以前と比べると都市（まち）の
力が落ちていて、他の市町の方が都市化が進んでいるんだね。



市街地の人口密度の低下が
まちに与える影響例

近くのお店がなくなったり、道路や水道の維持

ごみ収集などに影響がでるのは困るね。




